
第二十二回

MIDI 検定試験

試験問題冊子 《3 級》 

問題冊子は試験開始の合図があるまで開いてはいけません。
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CHAPTER 1-1【音楽再生の歴史】
CHAPTER 1-2【音楽制作の歴史】

以下の説明文中の［　　　］内に当てはまる語 句を、それぞれ語群から選び解答用紙に番

号で答えてください。（6 問、各 1 点）

（1）187 7 年、トーマス・［　 a  　］が 蓄音機を発明して以来、録 音された音 楽を聴くと

いう文化が大衆に広まりました。19 8 0 年代になると小型のカセットプレーヤーを携 帯

し、 ヘッド フォンを 使 って一人で 聴 いて 楽しむというライフスタイル が 生まれ 、 同

じ 頃 、［　 b  　］記 録方式の CD の普及も始まり、音 楽再生環 境に大きな変化をも

たらしました。

			  ［ 1 ］ エ ジ ソ ン 	 ［ 2 ］ ベ ル 		  ［ 3 ］ ド ル ビ ー

			  ［ 4 ］ 磁 気 テ ー プ 	 ［ 5 ］ デ ジ タ ル 	 ［ 6 ］ ア ナ ロ グ

（2）MTR（［　 c  　］） の 登 場により、 録 音とミックスを分 けて行えるようになり、 さま

ざまなミキシングテクニックによって楽曲のサウンドクオリティが向上しました。 また、 

［　 d  　］と呼ばれる方法により一人ですべてのパートを録 音したり、同じパートを

２回以上重ねて録 音したりすることも可能になりました。

			  ［ 1 ］ マルチタスクレコーダー		 ［ 2 ］ マルチトラックレコーダー
			  ［ 3 ］ マルチティンバーレコーダー	 ［ 4 ］ オ ー バ ー ビ ュ ー イ ン グ

			  ［ 5 ］ オ ー バ ー ダ ビ ン グ 		  ［ 6 ］ オ ー バ ー ド ラ イ ブ

（3）DAW に搭載される［　 e  　］機能によりすべての作業が DAW 内部で完結するため、

システムの小型化、［　 f  　］による音質の劣化防止、自宅スタジオとレコーディング

スタジオの環境統一など多くのメリットが生まれました。

		 ［ 1 ］ ク オ ン タ イ ズ 	 ［ 2 ］ 音 源 		  ［ 3 ］ ピ ア ノ ロ ー ル 表 示
		 ［ 4 ］ 電 源 不 足 		  ［ 5 ］ メ モ リ ー 不 足 	 ［ 6 ］ 結 線
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CHAPTER 2-1 【コンピューターの基礎知識】
CHAPTER 2-2 【オーディオインターフェースの知識】
CHAPTER 2-3 【DAW の基礎知識】
CHAPTER 2-4 【DAW 以外のソフトウエアとプラグインソフトウエア】

以下の説明文中の［ 　　］ 内に当てはまる語 句を、 それぞれ語群から選び解 答用紙に番

号で答えてください。（10 問、各 1 点）

（1） コンピューターの処 理スピードは CPU の処 理能力によって左右されます。CPU の動

作速度を表す数値を［　 a  　］と呼びます。また、演算処 理を行う際に一時的な書

き込 み領域として使われる［　 b  　］ の容量が 多いほど、 安定して素早い計 算がで

きます。

			   ［1］クロック周波数	 ［2］周波数減 少	 ［3］サンプリング周波数

			  ［4］メモリー		  ［5］ドライバー	 ［6］プロセッサーナンバー

（2） オーディオインターフェースをパ ソコン で 利 用 する際 には、 ドライバーと呼 ば れ る  

［　 c  　］が必要となります。Windows では［　 d  　］、Mac では OS に搭載され

た CoreAud io が主に使われます

			 ［1］エフェクト		  ［2］ハードウエア	 ［3］ソフトウエア

			 ［4］VST		  ［5］MMC		  ［6］ASIO

（3）DAW に M I DI 演奏 情報を記 録する際、4 分 音 符あたりの分 解能を細かくする事でよ

りヒューマンな演奏を再現する事ができます。この値を 4 8 0 ティックとした場 合、テン

ポ 4 分 音符 =12 0 で 1 ティックは約［　 e  　］となります。

			 ［1］1ms 	 ［2］2ms 	 ［3］10 ms 		  ［4］2 0 ms

（4）オーディオインターフェースの出力遅延時間は［　 f  　］によって設定できます。この

設定を小さくすると遅延時間は［　 g  　］なります。

			 ［1］タイムシフト		  ［2］ストレッチ	 ［3］バッファサイズ

			 ［4］長く		  ［5］短く		  ［6］2 倍に
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（5）主な DAW は“プラグイン”と呼ばれる規格化されたモジュール（ソフトウエア）を追加

する機能を持っており、通常の DAW の機能に加えて機能を［　 h 　］することができ

ます。プラグインの規格には、多くの DAW で採用され最も普及している［　 i  　］や、

MacOSX に直接統合されている AU などがあります。

			 ［1］減 少		  ［2］固定		  ［3］拡張

			 ［4］VST/ VSTi 		  ［5］ASIO 		  ［6］ReWi re

（6）VOCA LOI D とは歌声パートのメロディーと歌詞を入力することにより、ボーカルパー

トの制作が行える歌声合成ソフトウエアです。VOCA LOI D の音源方式は、実在する

人間の歌声を元に作成したデータベースである「［　 j　 ］ライブラリ」を用いて歌声

の合成を行います。

			 ［1］デジタル	 ［2］歌声	 ［3］人工		  ［4］PCM
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CHAPTER 2-5 【音楽制作にまつわるその他のハードウェア】
CHAPTER 2-6 【ケーブルとコネクタの種類】

以下の説明文中の［ 　　］ 内に当てはまる語 句を、 それぞれ語群から選び解 答用紙に番

号で答えてください。（10 問、各 1 点）

（1） マイクロフォンとは、音（空気の振 動）を［　 a 　］信号に変換する装置のことで、代

表的なものとしてはダイナミックマイクロフォンや［　 b 　］マイクロフォンなどがあります。

			 ［ 1 ］ デ ジ タ ル 	 ［ 2 ］ M I D I 	 ［ 3 ］ 電 気 	

			 ［ 4 ］ ト ラ ン ジ ス タ 	 ［ 5 ］ パ ワ ー ド 	 ［ 6 ］ コ ン デ ン サ ー

（2）ギターとアンプを接続したりキーボードとミキサーを接続したりするのに使われるケー

ブルを［ 　c  　］ケーブルと呼びます。マイクとミキサー間を接続するときに使用する

ケーブルを［　 d  　］ケーブルと呼びます。

		 ［ 1 ］ H D M I 		  ［ 2 ］ B N C 	 ［ 3 ］ P h o n e
		 ［ 4 ］ S / P D I F 		  ［ 5 ］ X L R 	 ［ 6 ］ バ ン タ ム

（3）M I D I 機 器 の 接 続 用として用 いられて いる M I D I ケ ーブル は、［ 　  e  　 ］ 工 業

規 格 の［　 f  　］ピンの DI N コネクターを採用したケーブルです。

		 ［ 1 ］ ド イ ツ 		  ［ 2 ］ ア メ リ カ 	 ［ 3 ］ カ ナ ダ
		 ［ 4 ］ 3 		  ［ 5 ］ 5 		  ［ 6 ］ 9

（4）スピーカーにはパワーアンプと組み合わせて使用するタイプの［　 g 　］スピーカー、パワー

アンプとスピーカーユニットを一体化させたタイプの［　 h 　］スピーカーなどがあります。

		 ［ 1 ］ シ ン グ ル 		  ［ 2 ］ デ ュ ア ル 		  ［ 3 ］ パ ッ シ ブ
		 ［ 4 ］ パ ワ ー ド 		  ［ 5 ］ フ ァ ン タ ム 		  ［ 6 ］ ユ ニ ッ ト

（5）DV I コネクターは主にコンピューターとの［　 i  　］ 信号接続 用として採用されてい

るコネクターの一種で、2 4 ピンと［　 j  　］ピンタイプのものがあります。

		 ［ 1 ］ 音 声 		  ［ 2 ］ 映 像 		  ［ 3 ］ 無 線 	
		 ［ 4 ］ 1 5 		  ［ 5 ］ 2 9 		  ［ 6 ］ 3 0
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CHAPTER 3-1【MIDI の基本知識】

以下の説明文中の［ 　　　］内に当てはまる語句を、それぞれ語群から選び解答用紙に番号で答えてく

ださい。（8 問、各 1 点）

（1）M I DI とは、［　 a  　］Inst r ument  D ig i t a l  I nt er f ace の頭文字を組み合わせた

言葉です。M I DI を知るための 1 つ目のポイントは、「M I DI が ［　 b  　］を伝達す

るための規格である」ということです。

			 ［ 1 ］ M u s i c 		  ［ 2 ］ M u s i c a l 	 ［ 3 ］ M u l t i
			 ［ 4 ］ 演 奏 情 報 		  ［ 5 ］ 音 響 情 報 	 ［ 6 ］ 音 声 仕 様

（2）M I DI  I N 端子は M I DI 信号を［　 c  　］ための端子です。［　 d  　］端子はその

M I DI 機器が受信した M I DI 信号をそのまま送り出す端子です。

			 ［ 1 ］ 送 り 返 す 		  ［ 2 ］ 受 け 取 る 	 ［ 3 ］ 送 り 出 す
			 ［ 4 ］ M I D I  I N 		  ［ 5 ］ M I D I  O U T 	 ［ 6 ］ M I D I  T H R U

（3）M I DI 信号を送信して他の機器をコントロールする側を［　 e  　］、コントロールされ

る側をスレーブといいます。また M I DI 対応のシーケンサーやリズムマシンを同じタイ

ミングで演奏することを［　 f  　］といいます。

			 ［ 1 ］ マ ス タ ー 		  ［ 2 ］ コ マ ン ダ ー 	 ［ 3 ］ コ ン ト ロ ー ル
			 ［ 4 ］ 同 時 演 奏 		  ［ 5 ］ 同 期 演 奏 	 ［ 6 ］ 同 一 演 奏

（4）［　 g  　］は 1 本の M I DI ケーブルで複数の演奏情報を送信するための仕組みです。

この仕 組みを使うことで 最大［　 h  　］ パートまでの演奏 情報を 1 本の M I DI ケー

ブルで送ることができます。

			 ［ 1 ］ M I D I タ イ ミ ン グ ク ロ ッ ク 	 ［ 2 ］ M I D I ス ル ー パ ス
			 ［ 3 ］ M I D I チ ャ ン ネ ル 		  ［ 4 ］ 1 6 	
			 ［ 5 ］ 6 4 			   ［ 6 ］ 1 2 8



- 6 -

CHAPTER 3-2【チャンネルボイスメッセージ（1）】

以下の説明文中の［ 　 　 　］内に当てはまる語句を、それぞれ語群から選び解答用紙に番号で答えてく

ださい。（10 問、各 1 点）

（1）M I DI メッセージは、 大きく分けると［　 a  　］ とチャンネルメッセージの 2 種 類に

分類され、チャンネルメッセージは主として音楽演奏の表現に直接関わるような情報を

やり取りします。一方の［　 a  　］は MIDI チャンネルに無関係で、その［　 b 　］

全体に効力を発揮します。

		 ［ 1 ］ シ ス テ ム メ ッ セ ー ジ 	 ［ 2 ］ ユ ニ バ ー サ ル メ ッ セ ー ジ
		 ［ 3 ］ イ ン ス タ ン ト メ ッ セ ー ジ 	 ［ 4 ］ M I D I イ ベ ン ト
		 ［ 5 ］ M I D I シ ス テ ム 		  ［ 6 ］ M I D I シ ー ケ ン ス

（2）鍵盤を押した瞬間に［　 c 　］が送信され、鍵盤を離した瞬間にノートオフが送信され

ます。この二つのメッセージの間が発音している状態となり、その長さを［　 d 　］と

呼んでいます。

		 ［ 1 ］ ノ ー ト ア ッ プ 	 ［ 2 ］ ノ ー ト イ ン 	 ［ 3 ］ ノ ー ト オ ン
		 ［ 4 ］ ホ ー ル ド 		  ［ 5 ］ モ ジ ュ レ ー シ ョ ン 	 ［ 6 ］ デ ュ レ ー シ ョ ン

（3）ノートオンの［　 e 　］にはベロシティーの数値が記されています。ベロシティーは鍵盤

を弾いたときのタッチの強弱を表していて、具体的には［　 f 　］までの数値です。

		 ［ 1 ］ ス テ ー タ ス バ イ ト 	［ 2 ］ 第 1 デ ー タ バ イ ト 	 ［ 3 ］ 第 2 デ ー タ バ イ ト
		 ［ 4 ］ 0 ～ 1 2 7 		  ［ 5 ］ 1 ～ 1 2 7 	 ［ 6 ］ 0 ～ 1 2 8  

（4）音色の切り替えに使われる MIDI メッセージは［　 g 　］です。これは第 2 データバイ

トを持たず、データ値は 0 ～ 127 となるため［　 h 　］種類の音色切り替えができます。

		 ［ 1 ］ プ ロ グ ラ ム チ ェ ン ジ 	 ［ 2 ］ ピ ッ チ ベ ン ド チ ェ ン ジ
		 ［ 3 ］ コ ン ト ロ ー ル チ ェ ン ジ 	 ［ 4 ］ 1 2 7
		 ［ 5 ］ 1 2 8 			   ［ 6 ］ 2 5 6
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（5）コントロールナンバー 10 番の［　 i  　］は水平方向の音の定位を調整します。コント

ロールナンバー［　 j  　］番のブライトネスは音色の明るさ（輝き）を調整します。

		  ［ 1 ］ ブ レ ス コ ン ト ロ ー ラ ー 	［ 2 ］ パ ン 	 ［ 3 ］ エ ク ス プ レ ッ シ ョ ン
			 ［ 4 ］ 7 2 			   ［ 5 ］ 7 3 	 ［ 6 ］ 7 4
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CHAPTER 3-2 　【チャンネルボイスメッセージ（2）】

以下の説明文中の［　 　 　 ］ 内に当てはまる語句を、それぞれの語群から選び、解答用紙に番号で答

えてください。（8 問、各１点）

（1）M I DI では音階の低いものから順に 0 〜 12 7 の番号を割り当てていて、これをノート

ナンバーと呼びます。 中央のドは必ずノートナンバー［　 a  　］ 番ですが、 これを音

名表記する場合に C 3 と表記する場合と C 4 と表記する場合があります。

		 ［ 1 ］ 0 	 ［ 2 ］ 5 0 	 ［ 3 ］ 6 0 				    ［ 4 ］ 6 4

（2）ピッチベンドは［　 b  　］を 2 つ併せて使うことで、16 , 3 8 4 段階を表す仕組みになっ

ています。これはピッチ変化を［　 c　 ］するためです。

		 ［ 1 ］ R PN		  ［ 2 ］ ステータスバイト		  ［ 3 ］ データバイト

		 ［ 4 ］ 階段状に		  ［ 5 ］ 滑らかに		  ［ 6 ］ ランダムに

（3） コントロールナンバー［　 d 　］番のホールド 1（ダンパー）はピアノのダンパーペダル 

（電子ピアノなどのサステインペダル）に相当するメッセージです。

		 ［ 1 ］ 6 3 		  ［ 2 ］ 6 4 	 ［ 3 ］ 6 5 				    ［ 4 ］ 6 6

（4） 音 符 に スラー や テヌートが ある 場 合 の 音 符 の 長さは［　 e  　］ ％、 スタッカート

は 5 0 ％を目安として います。 また、 同じ 高さの 2 つ以 上の 音を弧 線で 連 結させ た 

［　 f  　］は 1 つのノートとして扱われます。

		 ［ 1 ］ 8 0 			   ［ 2 ］ 9 0 			   ［ 3 ］ 1 0 0
		 ［ 4 ］ タ イ 			   ［ 5 ］ レ ガ ー ト 			   ［ 6 ］ マ ル カ ー ト

（5） ピッチベンドセンシティビティを 1 オクターブに設定するためには、コントロールナンバー 

［　 g 　］番の RPN MSB 値を 0、コントロールナンバー 100 番の RPN LSB 値を 0、

コントロールナンバー 6 番のデータエントリー値を［　 h 　］と入力します。

		 ［ 1 ］ 1 0 0 		  ［ 2 ］ 1 0 1 			   ［ 3 ］ 1 2 0 	
		 ［ 4 ］ 2 		  ［ 5 ］ 1 2 			   ［ 6 ］ 1 6 		
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CHAPTER 3-2　【チャンネルボイスメッセージ（3）】

（1） 楽譜 -1- を参照し、イベントリスト -1- の［　 　 ］ 内にあてはまる音名や数値を語群 -1- から選び解
答用紙に番号で答えてください。（4 問、各１点）

※　条件
・　ノートナンバー 60（中央のド）を「C3」として表示しています。
・　分解能は 4 分音符＝ 480 ティックとしています。
・　イベントリストでは、調号や臨時記号で♭が付いたノートは、異名同音の♯の付いた音名で表記します。たと

えば、B♭は A♯と表記します。
・	 楽譜は先頭小節が 1 小節目となります。

楽譜 -1-

イベントリスト -1-

語群 -1-

	 ［ 1 ］ D 4   	 ［ 2 ］ B 4 	 ［ 3 ］ B 5 	 ［ 4 ］・ 4 	
	 ［ 5 ］・ 7 	 ［ 6 ］・ 9   	 ［ 7 ］ 6 ： 0 0 0 	 ［ 8 ］ 5 ： 0 9 6   
	 ［ 9 ］ 5 ： 1 9 2   	 ［ 1 0 ］ 9 ： 0 0 0  	 ［ 1 1 ］ 8 ： 1 6 8   	 ［ 1 2 ］ 8 ： 0 2 4  

 
    



  
           

Meas. Beat Tick Note Velocity Gate Time
1 ・1 ・000 C5 80 0：216
1 ・2 ・000 ［ a ］ 80 0：216
1 ・3 ・000 C5 80 0：216
1 ・4 ・000 G4 80 2：168
1 ［ b ］ ・000 E4 80 2：168
2 ・1 ・000 D4 80 0：216
2 ・2 ・000 C#4 80 0：216
2 ・3 ・000 D4 80 0：216
2 ・4 ・000 A4 80 ［ c ］
3 ・1 ・000 G4 80 0：216
3 ・2 ・000 B4 80 0：216
3 ・3 ・000 A4 80 0：216
3 ・4 ・000 A4 80 0：216
3 ・5 ・000 G4 80 0：216
3 ・6 ・000 F4 80 0：216
3 ・7 ・000 F4 80 0：216
3 ・8 ・000 E4 80 0：216
3 ・9 ・000 D4 80 0：216
4 ・1 ・000 E4 80 ［ d ］
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（2） 楽譜 -2- を参照し、イベントリスト -2- の［　 　 ］ 内にあてはまる音名や数値を語群 -2- から選び解
答用紙に番号で答えてください。（4 問、各１点）

※　条件
・　ノートナンバー 60（中央のド）を「C4」として表示しています。
・	 楽譜はベースパートなので、実音は記譜より1 オクターブ低く演奏するものとします。
・　分解能は 4 分音符＝ 480 ティックとしています。
・　イベントリストでは、調号や臨時記号で♭が付いたノートは、異名同音の♯の付いた音名で表記します。たと

えば、B♭は A♯と表記します。
・	 楽譜は先頭小節が 1 小節目となります。

楽譜 -2-

イベントリスト -2-

語群 -2-

	 ［ 1 ］・ 0 0 0  	 ［ 2 ］・ 1 2 0  	 ［ 3 ］・ 2 4 0 	 ［ 4 ］ F 2
	 ［ 5 ］ F # 2  	 ［ 6 ］ D # 2 	 ［ 7 ］ 0 ： 2 4 0 	 ［ 8 ］ 0 ： 4 5 6
	 ［ 9 ］ 1 ： 0 0 0 	 ［ 1 0 ］ 0 ： 1 2 0 	 ［ 1 1 ］ 1 ： 1 2 0 	 ［ 1 2 ］ 2 ： 1 2 0 	

   







 
      

         
   

Meas. Beat Tick Note Velocity Gate Time
1 ・01 ・000 G1 96 1：168
1 ・02 ・240 G1 96 0：216
1 ・03 ・000  D2 96 1：168
1 ・04 ［ a ］  D2 96 0：216
2 ・01 ・000 C2 96 1：168
2 ・02 ・240 G1 96 0：216
2 ・03 ・000 C2 96 0：216
2 ・03 ・240 C2 96 0：216
2 ・04 ・000 B1 96 0：216
2 ・04 ・240 A1 96 0：216
3 ・01 ・000 B1 96 0：216
3 ・01 ・240  D2 96 0：216
3 ・02 ・000 ［ b ］ 96 0：216
3 ・02 ・240 E2 96 ［ c ］
3 ・03 ・240 B1 96 0：216
3 ・04 ・000 E2 96 0：216
3 ・04 ・240 B1 96 0：216
4 ・01 ・000 A1 96 0：120
4 ・01 ・240 A1 96 0：120
4 ・02 ・000 A1 96 0：120
4 ・02 ・240 A1 96 0：120
4 ・03 ・000  D2 96 0：120
4 ・03 ・240  D2 96 0：120
4 ・04 ・000  D2 96 ［ d ］
4 ・04 ・240  D2 96 0：216
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（3） 楽譜 -3- を参照し、イベントリスト -3- の［　 　 ］ 内にあてはまる音名や数値を語群 -3- から選び解

答用紙に番号で答えてください。（4 問、各１点）
※　条件
・　ノートナンバー 60（中央のド）を「C3」として表示しています。
・　分解能は 4 分音符＝ 480 ティックとしています。
・　イベントリストでは、調号や臨時記号で♭が付いたノートは、異名同音の♯の付いた音名で表記します。たと

えば、B♭は A♯と表記します。
・	 楽譜は先頭小節が 1 小節目となります。

楽譜 -3-

イベントリスト -3-

 

語群 -3-

			 ［ 1 ］・ 1 2 0  	 ［ 2 ］・ 2 4 0 	 ［ 3 ］・ 3 6 0  	 ［ 4 ］ 1 ： 0 0 0  
			 ［ 5 ］ 1 ： 1 6 8  	 ［ 6 ］ 1 ： 2 4 0 	 ［ 7 ］ C 4 	 ［ 8 ］ C 3
			 ［ 9 ］ C 2 	 ［ 1 0 ］ 0 ： 2 1 6 	 ［ 1 1 ］ 0 ： 2 4 0 	 ［ 1 2 ］ 0 ： 3 8 4 	

      




           


     

Meas. Beat Tick Note Velocity Gate Time
1 ・01 ［ a ］ C3 80 0：216
1 ・02 ・000 C3 80 0：216
1 ・02 ・240 D3 80 0：216
1 ・03 ・000 E3 80 ［ b ］
1 ・04 ・240 E3 80 0：216
2 ・01 ・000 F3 80 0：216
2 ・01 ・240 E3 80 0：216
2 ・02 ・000 F3 80 0：216
2 ・02 ・240 A3 80 0：216
2 ・03 ・000 G3 80 0：432
3 ・01 ・240 ［ c ］ 80 0：240
3 ・02 ・000 G3 80 ［ d ］
3 ・02 ・240 E3 80 0：240
3 ・03 ・000 F3 80 0：432
3 ・04 ・240 F3 80 0：216
4 ・01 ・000 G3 80 0：240
4 ・01 ・240 F3 80 0：240
4 ・02 ・000 E3 80 0：240
4 ・02 ・240 D3 80 0：240
4 ・03 ・000 C3 80 1：384
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（4） 楽譜 -4- を参照し、イベントリスト -4- の［　 　 ］ 内にあてはまる音名や数値を語群 -4- から選び解

答用紙に番号で答えてください。（4 問、各１点）
※　条件
・　ノートナンバー 60（中央のド）を「C3」として表示しています。
・　分解能は 4 分音符＝ 480 ティックとしています。
・　イベントリストでは、調号や臨時記号で♭が付いたノートは、異名同音の♯の付いた音名で表記します。たと

えば、B♭は A♯と表記します。
・	 楽譜は先頭小節が 1 小節目となります。

楽譜 -4-

イベントリスト -4-

語群 -4-

	 ［ 1 ］・ 0 1  	 ［ 2 ］・ 0 2 	 ［ 3 ］・ 0 3  	 ［ 4 ］ A#3  

	 ［ 5 ］ A#2  	 ［ 6 ］ B 2 	 ［ 7 ］・ 1 2 0  	 ［ 8 ］・ 2 4 0

	 ［ 9 ］・ 3 6 0 	 ［ 1 0 ］ 8 0  	 ［ 1 1 ］ 9 6  	 ［ 1 2 ］ 1 0 8  

     



 
       

 







 Meas.  Beat Tick Note Velocity Gate Time
1 ・01 ・000 F3 80 1：000
1 ・02 ・000 G3 80 1：000
1 ［ a ］ ・000 A3 80 1：000
2 ・01 ・000 ［ b ］ 80 1：240
2 ・02 ・240 A3 80 0：240
2 ・03 ・000 G3 80 1：000
3 ・01 ・000 A3 80 0：432
3 ・02 ・000 F3 80 0：240
3 ・02 ［ c ］ G3 87 0：240
3 ・03 ・000 A3 93 0：240
3 ・03 ・240 A#3 98 0：240
4 ・01 ・000 C4 101 1：000
4 ・02 ・000 D4 ［ d ］ 1：000
4 ・03 ・000 A#3 112 1：000
5 ・01 ・000 A3 80 2：336
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（5） �楽譜 -5- を入力した正しいピアノロール画面の図を1 つ選び解答用紙に番号で答えてください。 

（1 問、2 点）

※　条件

・　ノートナンバー 60（中央のド）を「C3」として表示しています。

楽譜 -5-

［ 1 ］

［ 2 ］

C3 →

C3 →

        



               
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［ 3 ］

［ 4 ］

C3 →

C3 →
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（6） ピアノロール-1-は次の4つのどの譜面を入力したものか、1つ選び解答用紙に番号で答えてください。

（1 問、2 点）

※　条件

・　ノートナンバー 60（中央のド）を「C3」として表示しています。

ピアノロール -1-

［ 1 ］

［ 2 ］

［ 3 ］

［ 4 ］

C3 →

           
        

                    

                    

                     
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CHAPTER 3-3　【GM 音源とスタンダード MIDI ファイル】

以下の説明文中の［　 　 　 ］ 内に当てはまる語句を、それぞれの語群から選び、解答用紙に番号で答

えてください。（10 問、各１点）

（1）GM では主として「音源が持つべき音色とその［　 a　 ］を決める」ことで、たとえメー

カーや機種が違っていても、GM 対応音源用に作られた MIDI データならば、音楽とし

て破たんしない程度には再生できることを目指しています。

		 ［ 1 ］ 音 源 方 式 	 ［ 2 ］ 発 音 方 式 	 ［ 3 ］ 容 量 		  ［ 4 ］ 配 列

（2）G M 音源のプログラムチェンジナンバーの［ 　  b  　 ］ は C l av i、7 3 番は［ 　  c 　  ］ 

で す。 またリズムボイスとなる 10 ch のノートナンバー 3 6 は［ 　  d  　 ］ の 音 が 割り

当てられています。

		 ［ 1 ］ 8 番 		  ［ 2 ］ 9 番 		  ［ 3 ］ 1 7 番
		 ［ 4 ］ O v e r d r i v e  G u i t a r 	［ 5 ］ V i o l a 	 ［ 6 ］ P i c c o l o
		 ［ 7 ］ B a s s  D r u m  1 	 ［ 8 ］ S n a r e  1 	 ［ 9 ］ C l o s e d  H i - h a t

（3）GM 音源のリズムボイスでは、 ハイハットなどのオープンとクローズが同時に鳴らない

ようにする機能を［　 e  　］ アサインといいます。 また、 同じ音が 重なって鳴らない

ようにする規定を［　 f  　］といいます。

		 ［ 1 ］ モ メ ン タ リ 		  ［ 2 ］ オ ル タ ネ ー ト 	 ［ 3 ］ イ ル ミ ネ ー ト
		 ［ 4 ］ ポ リ ア サ イ ン 		  ［ 5 ］ ユ ニ ア サ イ ン 	 ［ 6 ］ シ ン グ ル ア サ イ ン

（4）GM System ［　 g 　］では、GM サウンドセットの 128 音色に加えて拡張音色

128 音色が必須となり合計 256 音色になった他、リズム音色が 9 セットに増えま
した。またリズム音色専用チャンネルは 10ch の他に［　 h 　］も使用できるよ
うになり、逆に 10ch をメロディー音色用に使うことが可能となりました。

		 ［ 1 ］ L e v e l  1 		  ［ 2 ］ L e v e l  2 	 ［ 3 ］ L e v e l  3
		 ［ 4 ］ 9 c h 		  ［ 5 ］ 1 1 c h 	 ［ 6 ］ 1 6 c h
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（5） 異 なるソフト やハ ード 間 で M I D I デ ー タの互 換 性 を 持 た せるファイル 保 存 形 式

を［　 i  　］ といいます。 このファイル 形式にはフォーマット 0 のシングルトラック、

フォーマット 1 の［　 j  　］トラックがあります。

		 ［ 1 ］ S t a n d a r d  M I D I  F i l e 	 ［ 2 ］ S y s t e m  M I D I  F i l e
		 ［ 3 ］ G e n e r a l  M I D I  F i l e 		 ［ 4 ］ ダ ブ ル
		 ［ 5 ］ ポ リ フ ォ ニ ッ ク 		  ［ 6 ］ マ ル チ
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CHAPTER 4-5　【デジタルオーディオ】

以下の説明文中の［　 　 　 ］ 内に当てはまる語句を、それぞれの語群から選び、解答用紙に番号で答

えてください。（12 問、各１点）

（1） 音の要素は短い瞬間に存在する「高さ」「大きさ（強さ）」「［　 a　 ］」の 3 つがあります。 

また、人間が聴く事のできる周波数は一般的に 20Hz から［　 b 　］Hzまでとされています。

		 ［ 1 ］ 音 譜 		  ［ 2 ］ 音 色 		 ［ 3 ］ 音 場
		 ［ 4 ］ 2 0 , 0 0 0 		  ［ 5 ］ 2 2 , 0 5 0 	 ［ 6 ］ 4 4 , 1 0 0

（2） 音 の 信 号 は ア ナ ロ グ 信 号 で す が 、 こ れ を デ ジ タ ル デ ー タ に 変 換 す る こ とを  

［ 　  c 　  ］といいます。 また 音声などのアナログ信号をパルス列に変 換することを  

［ 　  d  　 ］といい 、このようにして作られたデジタルオーディオのことを P C M オー

ディオといいます。

		 ［ 1 ］ ノ ー マ ラ イ ズ 		  ［ 2 ］ デ ジ タ イ ズ 	 ［ 3 ］ ア ナ ラ イ ズ
		 ［ 4 ］ プ ラ ス 信 号 変 調 	 ［ 5 ］ パ ル ス 調 号 変 調 	 ［ 6 ］ パ ル ス 符 号 変 調

（3） ナイキストとシャノンが 発 表した「 アナログ信 号を再 生 するにはアナログ信 号 の周

波 数の［ 　  e  　 ］ で サンプリング することが 必 要である」 という定 理をサンプリ

ング 定 理とい います。 この 定 理 か ら 、 サン プ リング レ ートが 4 4 . 1 k H z の 場 合、

理 論 的には［ 　  f  　 ］ までのオーディオ信号 が 再 生できます。

		 ［ 1 ］ 2 分 の 1 		  ［ 2 ］ 2 倍 		  ［ 3 ］ 6 4 倍
		 ［ 4 ］ 1 1 , 0 2 5 H z 		  ［ 5 ］ 2 2 , 0 5 0 H z 	 ［ 6 ］ 2 8 2 2 . 4 k H z  

（4）アナログ信 号を P C M データにする際 に、 1 秒 間にど れくらい の 細 かさで サンプリ

ング するか を 決 め る［ 　  g  　 ］ を 設 定します。 よく使 用され るの は 4 4 . 1 k H z 、 

［ 　  h  　 ］、 9 6 k H z など があります。

		 ［ 1 ］ リ サ ン プ リ ン グ 	 ［ 2 ］ オーバーサンプリング	 ［ 3 ］ サ ン プ リ ン グ レ ー ト
		 ［ 4 ］ 2 0 , 0 0 0 H z 		  ［ 5 ］ 4 8 k H z 	 ［ 6 ］ 2 8 2 2 . 4 k H z
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（5）［ 　  i  　 ］ はアナログ信号 からデジタル信号 への 変 換 の際に、 音の強さをどのくら

いの 細かさで数値 化 するかを決 めています。 この 値 が 高 いほど［ 　  j  　 ］ は 広く

なり、 元の 信号に忠実なデータが 得られます が 、 データ量はその 分 増 大します。

		 ［1］エクスプレッション	 ［2］ナイキスト周波数		  ［3］量子化ビット数
		 ［4］周波数特性		  ［5］ダイナミックレンジ	 ［6］ベロシティー値

（6） デ ジタル オ ー ディオ で 音 質 に 悪 影 響 を与えるノイズ に は 、サン プ リングノイズと  

［ 　  k  　 ］ があります。 サンプリングノイズは、 折り返しノイズや［ 　  l  　 ］ とも

呼 ばれます。

		 ［1］エクスプレッションノイズ	 ［2］ナイキストノイズ
		 ［3］量子化ノイズ			   ［4］スクラッチノイズ
		 ［5］ヒスノイズ			   ［6］エイリアスノイズ
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CHAPTER 5-6　【オーディオフォーマット】

以下の説明文中の［　 　 　 ］ 内に当てはまる語句を、それぞれの語群から選び、解答用紙に番号で答

えてください。（6 問、各１点）

（1）デ ジ タ ル 録 音 さ れ た デ ー タ は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー で は オ ー デ ィ オ フ ァ イ ル と し

て 扱 わ れ ま す 。 こ れ に は［ 　  a  　 ］や A I F F の よ う な［ 　  b  　 ］の オ ー デ ィ
オ フ ァ イ ル と 、 m p 3 の よ う な 圧 縮 フ ァ イ ル が あ り ま す 。

		 ［1］WSD		  ［2］WAV		 ［3］WMA
		 ［4］全圧縮		  ［5］非分割圧縮	 ［6］非圧縮

（2）圧 縮ファイルの mp 3 や A AC は音 質をもとに戻すことが できない［ 　  c  　 ］ ファ

イルで す が 、［ 　  d  　 ］ のような圧 縮したデータを完 全 にもとに戻すことが できる

可逆 圧 縮ファイル があります。

		 ［1］全可逆圧縮		  ［2］非分割可逆圧縮	 ［3］非可逆圧縮
		 ［4］WAV		  ［5］WMA	 ［6］FLAC

（3）S AC D を制 作 するプロ用オーディオ機 器 など で 採 用されているオーディオファイル

は［ 　  e  　 ］ で 拡 張 子 は「 . d f f」 で す。 ま た 映 画 や D V D で 利 用 されて い る  

オーディオファイルには、 サラウンドにも対 応したドルビー の［ 　  f  　 ］ ファイル

など が あります。

		 ［1］WMA		  ［2］BWF		 ［3］DSDIFF
		 ［4］SD2		  ［5］AC3		  ［6］mp3






